青山荘　　フェイスシート

平成21年8月10日（月）　担当：向　奈津美　　　　　　　　　　

	入　所　者
	氏　名　　　大下　良悦　　様　　　　　男・女　　　　昭和24年5月13日生（60歳）

	
	八戸市田面木字外久保50-3　　　　　　　　　　　　　電話　　　　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	　平成1年頃（39歳時）
	罹 患 期 間
	約20年

	
	入院回数
	　　　　3回
	延べ入院年数
	約4年5ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　川端Dr）
	外来受診日
	毎週水曜日（週1回）

初外来日：8/12（水）

	医療区分
	国民健康保険（本人）

＊申請中
	重度医療
	有・無

＊申請中
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無

＊申請中
	       円
	　　有・無（1級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級　（月額　8.3　万円）

・8月に障害基礎年金は振り込まれるが、それは母・弟の生活費に充てる為、本人は

　10月から障害基礎年金でのやりくりとなる。

	
	その他
	

	障害程度区分
	未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青山荘

	住まいの場
	　青山荘（入所中）

	入所年月日
	Ｈ　21年　8月　5日
	身長
	1172.5cm
	体重
	53.0㎏

	最終学歴
	八戸工業大学第一高等学校定時制
	免許・資格
	なし

	職　歴
	昭和44年　八戸大学堂薬局（7年）　　　　　　昭和51年　田島モータース（2年）

昭和53年　村田工芸社（3年）　　　　　　　　昭和56年　入谷モータース（7年）

・発病後は、就労はしていない。
	

	保　護　者
	氏　名　大村　まり子　　様　　　　　　　　　続柄　妹　　　（同居　・否）

	入所目的

現在、身に付いている習慣等を維持しながら、対人関係能力の訓練、日常生活技術の再獲得を行い、社会復帰を目指す。

	入院・治療歴　初診日

1　平成13年　12月　　　　　　　 　　　　　　　　通院　　八戸市立市民病院

2　平成13年  12月～平成14年9月　　　　　 　　 入院　　青南病院

3　平成16年   3月～平成16年4月　　　　　　 　 入院　　青南病院

4　平成17年11月～平成21年現在　　　　　　 　　 入院　　青南病院

	生活歴　

八戸市にて同胞6名第1子として出生。八戸工業大学第一高等学校の定時制を卒業後は薬店に就職する。しかし、人間関係のトラブルから7年で退職し、しばらく自宅で引きこもる生活を送る。その後職を転々としていた。

本人40歳時対人交流が減少し、自ら「心の病気だ」と話していた。

平成12年3月20日（51歳時）、酔って自転車に乗っていた際に、飲酒運転の車と接触事故を起こし、頭部打撲するが検査をせずにいた。それ以降、記憶力が低下し耳鳴りも出現。

平成13年より生活保護を受給しているが、支給されたお金で飲酒し家族に対して暴言を吐くことや生活の乱れ、昼夜逆転等が見られた為、家族が受診を勧め、本人も治療を希望したことから、平成13年12月26日八戸市民病院を受診。その後、再飲酒し状態悪化した為、同院再受診するが満床であることから当院を紹介され入院となる。

退院後は、当院デイケアへ通所開始するが、万引きをして警察に保護されることがあった。

平成16年2月下旬頃より、物忘れ・落ち着きの無さ等みられ、同年3月27日に2回目の入院となるが、弟より退院させたいとの希望があり、同日退院する。その後は、自宅に戻り通院とデイケア通所するが、表情の硬さ・行動の落ち着きの無さがあり、デイケアを頻回に欠席していた。

平成17年2月頃より、身体に擦過傷・切傷が見られるようになり、「弟に殴られました」と話す。同時期より、弟より、デイケアに暴力的発言で電話連絡が入るようになる。その後、弟の煙草を無断で吸ったことで喧嘩になり、家を追い出され野宿をする。金銭を所持しておらず、スーパーで万引きをしたことから1日保護されると共に、生活福祉課担当者と共に当院受診し、自ら入院加療を希望した為、平成17年11月1日入院となる。

入院後は、生活の乱れがなく落ち着いて生活できている。しかし、他者交流が上手くいかず会話のぎこちなさがみられていた。また、物事の段取りや順序を立てられず、相談することもできず一人で行動することがあった。

当院、北病棟へ転棟後は、服薬・金銭管理等職員が介入することで問題なく行っている。物事に対しての自己評価は高く、わからないことがあると表現できないことがあるが、左記に関しても職員介入することで大きな支障となることはない。病状は落ち着いたが、日常生活全般・対人関係等に支援を要することから青山荘入所を希望、当院山田PSWより入所相談があり、平成21年8月5日入所となっている。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

· 本人、40歳代の頃父死去（62歳）する。

· 保護者は、大村まり子様（妹）となっている。

· 兄弟に連絡をとることやお盆・正月等お互いの家を行き来することはない。
· 弟は、八戸市民病院精神科通院中（病名不明）であり、さらに、股関節骨折により杖歩行となっている。
生活費について、今後は、本人は年金、母・弟は生活保護を受給して生活をする。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成21年8月10日（月）

	氏　名
	   大下　良悦　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　24年　5月　13日（　60歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：グループホームでの生活を目標に、日常生活技術・社会性の再獲得を図る。

短期目標：分からないことや困っていることは相談する

	これまでの経過

	　平成21年8月5日（水）青山荘入所。保護者である妹様と来荘して、利用契約の手続きを行う。利用契約時、利用にあたっての説明を行うが、妹様は、本人の喫煙や上手く生活していけるのか不安を話している。それについては、職員がその都度介入し支援を行うことを説明している。また、市役所等から送られてくる本人宛の書類は、自宅（母・弟の住む家）に届く為、その都度確認し、直接青山荘に持ってくるか転送して頂けるように説明し、了承を得ている。

　翌日には、本人の年金振込み通知書や年金証書を青山荘までもってきている。その他、自室で必要な物品についても購入してきている。来週には、本人の年金が振り込まれる通帳や必要物品を持ってきて頂くこととしている。本人にとって頼れるのは、妹様であり、比較的協力を得られている。

【入所後の本人の様子】

　利用契約時、問いかけには「できます、わかります」と返答しているが、途中より時計を気にする等集中できていない様子。しかし、入所後の環境変化による落ち着きのなさや不安等ななくスムーズに日課をこなすことができている。

　服薬時、食後に薬を事務室に取りに来るように説明するが、定時になっても事務室に来ない為職員が声掛けしている。また、服薬ボードから薬を取る際、病棟で使用していたものと異なる為時間を要している。

　入所した翌日、「洗濯をしました」との報告あり。使い方は、以前青山荘を見学した際に教えてもらったとのことで既に、使用している。洗濯物を確認するとくつ下一足となっており、このような場合は手洗いで良いこと伝えている。後に振り返りを行うと、「もっと別なものも洗えば良かったですよね」と話している。

<服薬>

・朝、夕、就床前薬　1日3回

（リスペリドン4Ｔ、タスモリン2Ｔ　　　エスタゾラム2Ｔ、リスペリドン2Ｔ、ロンフルマン1Ｔ）

・事務室管理

・服薬ボードには慣れてきたとのこと。取り間違いや飲み忘れはない。

<金銭管理>

・通帳は、事務室管理

・お小遣いは月1万円、買い物後は、職員と共にお小遣い帳の記入を行う

・銀行窓口やＡＴＭは職員同行で操作手順等を確認する。

<対人関係>

・相手が話しの内容を知らないにも関わらず、突然自分が思い立った際に報告することがある。

<日常生活>

これまで習得されてきたこと・習慣については実行可能だが、新しいことを覚えることが苦手であり、理解できるまで時間がかかる為、繰り返し短期的に実践する必要がある。

多くのことを一度に理解・習得することが困難である為、一つずつ本人と確認しながら支援する必要がある。




	新規プログラムについて
	支援内容
	支援期間

	①服薬・通院について
	・服薬の事務室管理をする（約2ヶ月）

→必要に応じて、期間を延長することもある。

・疾病教室を行い、服薬継続の必要性について理解を促す。（短時間に繰り返しを行う）

・上記内容が行え、理解できたら服薬管理の次の段階（服薬チェックシート）へと進む。
	2ヶ月

	②適切な自己評価について
	・困っていることについて聞くが「ありません」と応えることが多い為、具体的な場面を想定し、本人と確認する。

・上記について、解決方法を提示し、また、一緒に考え実践する。

・何ができているか、困難としているかは、その場面事に客観的に見たことを本人に伝え、改善することを繰り返し、適切な自己評価につなげる。
	随時

	③相談・報告の仕方について
	・②を基に、どのように相手に伝えたら良いのか、手順を本人と確認する。

・本人と話をする際は、端的にわかりやすい言葉で伝え、また、理解できているかその都度確認する。

・
	2ヶ月


プラン計画者　氏名：向　奈津美

















































八戸市在住（保護者）


大村まり子様





（83）








